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セラミックス複合材料(CMC)
素材の開発• 改良
KEYWORDS　セラミックス基複合材料、CMC、炭化ケイ素、SiC

近年、新たな高温構造材料として実用化が期待されているセラミックス基複合材料 (CMC) の中で、
炭化ケイ素(SiC) 繊維を使用したCMC について、素材であるSiC 繊維、界面相およびマトリックスの
組織構造とCMC の高温特性とを比較検討し、素材の改善によるCMCの特性向上を目指している。

SiC繊維の改質

繊維/マトリックス界面相の適正化

マトリックス組織の適正化

CMC 中の SiC 繊維の特性評価とその
繊 維特性が及ぼす CMC の高温特性
への影響を解析。CMCの高温特性の向上
を目的としたSiC 繊維の組成および組織
の改質を検討している。

CMC 中の繊維とマトリックスとの間に
形成されている界面相は、繊維とマト
リックスとの力の伝達を適正化する役割
を果たし、CMCの力学的特性や破壊特性
に大きく影響する。繊維とマトリックスの
力学的特性のバランスを考慮しながら、
CMC が目標とする力学的特性を発現
するための界面相の最適組織を検討する。

SiC系マトリックスから成るCMCの製造法
は、気体原料を使用するCVI 法、SiCの
前駆体ポリマーを使用するPIP 法、Siと
Cを反応させるRMI 法がある。この中
で、PIP 法とRMI 法により形成される
SiC 系マトリックスについて、CMC の耐
熱性、耐食性および力学的特性を考慮
し、組成/組織の適正化を検討している。
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■ 高温構造材料の開発に関わる材料設計
■ 軽量･高効率なガスジェネレーター部品の開発


